
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 5 回 理事会  

日 時 令和 3 年 9 月 10 日  18:30～21:35 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、浦川純二、 

永木照彦、大石勝規、志岐浩二、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子 

監事リモート：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

その他：石丸将久（選挙管理委員会委員長）、近藤康隆（臨床教育部部長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）役員選挙における電子投票の導入及び開票立会人の選出について 

選挙規定第 9 条の投票方法では紙を想定されている。電子投票のためには規定改廃が必要で、総会で
の決議が必要。JPTA の規定では、電子投票と明記されている。東京、大阪、福岡などは選挙実施要綱
に Web 選挙システムについて記してある。実施要綱には開票立会人についての記載あり、当士会でも
検討したい。電子投票の費用について、立候補受付はかからず、定数を超えて選挙となったときに業
者にお願いして費用がかかる形。大体 2,000 名で 22 万円、セットアップが 13,750 円。ID/PW メール
配信料が 77,000 円で合計 31 万円。前回見積より 10 万円くらい安い。メルアドを登録していない会員
に送る際、圧着はがきにすると 181,728 円だが、保護シールにすると 14,107 円。必要期間は 2 週間程
度で選挙の際は間に合う形。次回の定時総会の議案として提出することとし、次回選挙はこれまで通
りとする。詳細は今後詰める。審議の結果、提案通り可決された。 

２）パソコンリース契約の件について 
生涯学習部のノート PC3 台と事務所のデスクトップ 1 台が Windows7 だが、JPTA の新会員管理シス
テムが Windows10 対応となり、今回入れ替えを提案。リース料は 11,300 円と税 1,130 円で合計
12,430 円。9 月 30 日開始の 60 回払い。審議の結果、提案通り可決された。 

３）運動指導に関わる委員選定の件について 
   県の骨折予防対策委託事業は島原市が事業終了。今後、年内に 3 市町で事業があるが、指導用マニュ

アルや啓発用ポスターを整備して次年度以降も展開することとしたい。この事業に主として関わる委
員 8 名の公募を行ったところ、6 名のエントリー、2 名が欠員。まずは 6 名の委員承認の是非と、欠員
2 名の推薦が必要。単年度事業で来年度分は再公募も考えられる。エントリーの 6 名は承認し、新たに
平瀬先生、大場先生、篠原先生の 3 名を推薦。池田理事がトータルマネージャーとして、この 3 名に
お願いする。追加で推薦する必要があれば三役に一任する。審議の結果、提案通り可決された。 

４）推進リーダー制度の会員申請状況について 
  推進リーダーについて 4 名の申請あり。審議の結果、提案通り可決された。 
５）50周年記念式典表彰者について 

   50 周年記念式典にて 3 通りの表彰を検討。①永年勤続表彰は 30 年以上で該当者 119 名、35 年以上で
該当者 43 名、40 年以上で該当者 10 名のいずれか。②永年功労賞は 70 歳以上、会員歴 30 年以上で県
士会役員歴のある方、③特別功労賞は現役員以外で過去に会長、副会長、監事歴のある方。協議の結
果、①から③を表彰することとし①は 30 年以上とする。永年勤続表彰は規程で 1 万円としているが、
金額は 50 周年委員会と理事会に委任して頂く形。①については以後、毎年該当者を表彰することにす
る。表彰規程について、現状に即さない内容もあるため今後改廃も検討。審議の結果、提案通り可決
された。 

 ６）新入会承認について 
   入会 3 名、休会 7 名、退会 37 名、復会は 0 名。審議の結果、提案通り可決された。 
 ７）令和 3 年度 臨床実習指導者講習会開催状況と下半期の計画について 
   令和元年からはじまり、計 5 回開催。4 回が新型コロナウイルスの影響で中止。現在の養成者は 292

名。クリニック等での受講が進んでいない状況。JPTA から Web 形式での開催が認められたため、11
月、12 月に対面形式で 50 名ずつ養成予定だったものを、12 月と来年 1 月に Web 形式で開催する。12
月が長崎リハビリテーション学院、1月が長崎医療技術専門学校。トラブルも想定し 12月は 30名の募
集。来週月曜から下半期分の受講募集開始予定でホームページ、メールで募集。今まで受講中止とな
った方を優先する予定。Web 開催のため予算修正があり。当初計 6 回で 3,933,000 円だったが、第 3
回、4 回の中止があり、156 万円ほど余りが出ている。今回 Web 開催だが、交通費や感染対策等の物
品代、弁当代など人件費がかかる。ファシリテータも増員し、事前練習も行うため会議費も増額。よ
って対面形式より 1 回につき 151,000 円の増額となり、補正予算が必要。審議の結果、提案通り可決
された。 

 



（２）報告事項 
１）「第 50 回 医療功労賞」の候補者の推薦について 

   今年度の医療功労賞の推薦依頼があったが、2 年連続いただいていることもあり、今年度は見送ること
とする。様々なジャンルに携わっている理学療法士を発掘するため、情報あればいただきたい。 

２）令和 3 年度 九州ブロック教育･学術担当者会議について 
   表記会議を 8 月 7 日 Zoom で行った。各県 Web 開催が主となっているが、他県と比べると長崎が頭一

つ抜けている印象。臨床実習についても各県課題あり。2022 年長崎県が九州ブロック管理者研修会の
開催担当。演題作成に係る県士会のサポート窓口について、各県の学術担当から積極的に進めていき
たいということ。会員が専門理学療法士の申請をした際に、学会発表した箇所までの抄録を全てコピ
ーして送るようにとの指示があった。この件については担当者に改めて確認することとする。 

 ３）令和 3 年度 長崎県理学療法士協会 第 1 回理学療法士講習会について 
7 月 11 日に開催。感染管理下での理学療法の実践というテーマで、病期別に実際の経験を話していた
だいた。リアリティのある内容で、受講生のアンケートも好評。 

 ４）令和 3 年度 長崎県理学療法士協会 第 1 回学術研修会について 
   当初ハイブリッドで計画したが Web で開催。参加者 61 名。4 名キャンセル。Web になると県内が少

なく、県外からの参加が増える傾向あり。 

５）令和 3 年度 地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度「地域ケア会議推進リーダー」導入研修

会について 

   7 月 3 日に開催。参加者 12 名。 

６）令和 3 年度 地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度「介護予防推進リーダー」導入研修会に

ついて 

   例年通り大場先生と秀嶋先生が講師。内容はよかったが参加者が少なかった。管理者研修会にて上長
や責任者に対する教育も大切にしていく。 

 ７）令和 3 年度 NP アラート発令による集計結果報告について 
   今回、NP アラートを 2 回発令。8 月 11 日から 17 日の大雨・長雨を一括りにし、8 月 25 日の大雨に

関するNPアラートを計 2回発令。回答率について、会員が多い施設、長崎、佐世保の回答率が悪い印
象。最初の方の回答率が 34%、2 回目が 43%。連絡網の体制整備や NP アラート意識の高さにも差あ
り。今回、長崎地区のメールでの一斉送信が、BCC でなく CC で送ってしまい、情報が漏れてしまっ
た。今後、NP アラートの内容や発令時期、メールを送る部署など検討する必要あり。連絡網は、地区
部長とも連携して早急に整備したい。 

８）九州ブロック災害リハ担当者会議報告について 
   8 月 27 日に九州ブロックの災害リハ担当者会議が開催。各県安否確認で苦労している印象。佐賀県と

熊本県は LINE を使用。回答率の悪さが課題とのこと。福岡県は災害があった人だけが報告する仕組
み。長崎がクエスタントを使用していることに興味がある様子だった。BCP という事業持続計画を各
県で作成している。去年、熊本県と福岡県が作成して、今年は佐賀県が作成中。長崎県も概ね完成。
許可が出れば理事会で承認を得て長崎版としたい。 

９）令和 3 年度 産業保健分野研修会について 
   9 月 4 日に産業保健分野研修会を開催。参加者は 25 名で 1 名が佐賀の会員。講師は山崎先生と池田理

事。アンケート結果は良好だったが、接続のトラブルあり、急遽順番を入れ替える必要があった。講
師側の PC の問題や Zoom に不慣れだったことなどが考えられる。保健福祉部内でのトラブル時の配慮
が不十分だったことも反省点。 

１０）長崎県中学校体育大会メディカルサポートについて 
   中体連のメディカルサポートが突発的に入ってきた事業で、開催 2週間前に長崎県の中体連から 4競

技の依頼あり。活動費は中体連から 7 万円出て、活動費と交通費で使用。コロナ禍だが、病院の理
解が得られ、何とか対応できた。来年も依頼がある可能性あり。 

１１）令和 3 年度 長崎県中総体軟式野球競技について 
   事業予定にしていた中総体の軟式野球の県大会。実動が 16 名。20 チームの登録選手に対し、3 日間

で 75 件のメディカルサポートを実施。持ち出しで 135,000 円使用。スタッフは少ないながら新しい
スタッフに参加いただけた。マニュアル作成が奏功した印象。 

１２）全国高等学校野球選手権 長崎大会メディカルサポートについて 
   2 年ぶりに開催。今年 3 会場となり、人員を増やす必要があったが苦慮なく行えた。2 週間前の行動

履歴やコロナ感染者との接触の有無、県外移動の有無、発熱、体調などの管理の徹底と上長の許可
の確認を行った上で公文書を発送。安全に行えた。 

１３）九州中学校体育大会メディカルサポートについて 
   九州大会の卓球の依頼あり、1 人あたり 1 万円の謝金あり、協会に入金いただいている。3 名で対

応。初めての対応であったが、経験のある先生方に対応いただき、問題なく終了した。 
１４）九州学会進捗報告について 

    座長説明会を 8 月 19 日に実施し、座長 29 名のうち 28 名が参加。9 月 9 日に第 1 回目の予演会を行
い、座長 5 名が参加。16 日に第 2 回目を予定。現在の事前参加登録状況は全体で 324 名、長崎 167
名、福岡 50 名、佐賀 19 名、熊本が 21 名、大分 14 名、宮崎 5 名、鹿児島 24 名、沖縄 6 名、九州
外 18 名。長崎から 500 名を目標としており、これから周知、呼びかけを強める。引継ぎ式は後日行
う予定だが、未定。士会長会議は 10 月 15 日の 15 時から 17 時に行う予定。学会誌は少し遅れてい
るが、抄録集は出来上がった。来週の火曜か水曜に完全に出来上がる予定。感染拡大した場合、ア



ルカス佐世保の使用禁止は佐世保市からの通達によるということ。閉鎖の場合は代替案を数プラン
用意。 

（３）その他報告事項 
 １）士会指定事業に関する会員への情報提供について 

推進リーダーの士会指定事業について、ホームページの Q＆A に出している内容が古いので早急に更新
する必要あり。現在作業中でできれば年内に整理する。 

 ２）連盟研修会について 
9 月 25 日、19 時から 20 時 30 分、Zoom にて連盟研修会を企画。生涯スポーツに理学療法士が関わる
意義というテーマで、日本理学療法士協会理事の梶村先生の講演を視聴する形。当日は小川先生や塩
塚連盟会長、大山会長の挨拶も予定。 

- 


